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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
駐

屯
地
隊
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
様
共
々
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
５
月
に
「
平
成
」
か
ら
「令
和
」
へ
と
元
号
も
替
わ
り
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
に
感
慨
深
く
、
そ
の
日
を
迎
え
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に
も
「令
」の
字
が
選
ば
れ
ま
し
た

が
、
「令
」の
字
が
選
ば
れ
た
そ
の
他
の
理
由
の
中
に
災
害
時
の
避
難
勧
告
等

の
発
令
の
「令
」な
ど
も
上
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

思
い
返
せ
ば
、
昨
年
も
台
風
15
号
に
よ
る
千
葉
県
の
大
規
模
停
電
や
台

風
19
号
に
よ
る
豪
雨
で
東
日
本
で
は
河
川
が
氾
濫
し
甚
大
な
被
害
が
発
生

す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
起
き
た
一
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
は
、
十
二
支
の
始
ま
り
で
あ
る
「ね
ず
み
」年
で
す
。
ね
ず
み
年
は
「世

の
中
が
盛
り
上
が
る
」と
言
わ
れ
て
お
り
、
お
り
し
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
日
本
中
が
盛
り
上
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
外
に
目
を
向
け
て
見
る
と
相
も
変
わ
ら
ず
日
本
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
上
の
環
境
は
厳
し
く
、
国
内
に
目
を
向
け
て
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
強
さ

の
台
風
が
日
本
列
島
に
接
近
・上
陸
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
な
ど
、
い
つ
ど

の
様
な
非
常
事
態
が
襲
っ
て
く
る
か
予
想
が
つ
か
な
い
中
、
隊
員
の
皆
様
は

駐
屯
地
司
令
を
中
心
に
い
か
な
る
事
態
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
厳
し
い
訓

練
を
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
、
隊
友
会
は
創
設
60
周
年
と
な
り
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
が
会
員

数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
支
部
も
同
じ
よ
う
に
会
員
数
が
減
少

し
て
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
今
い
る
会
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

会
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
駐
屯
地
の
皆
様
が
安
心
し
て
任
務
を
遂
行
で
き
る

よ
う
家
族
支
援
事
業
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
昨
年
同
様
駐

屯
地
の
皆
様
と
会
員
の
皆
様
の
御
支
援
・御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
健
や
か
で
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族
共
々
よ
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
、
第
12
施
設
群
を
は
じ
め
と
す
る
駐
屯
地

所
在
部
隊
は
、
「
最
も
強
く
最
も
頼
も
し
い
部

隊
」で
あ
る
た
め
の
訓
練
を
日
夜
実
施
し
つ
つ
、
練

度
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
を
円
滑
・
整
斉
と
遂
行
で
き
ま
し
た
の

も
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
支
援

を
通
じ
、
駐
屯
地
を
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
全
国
で
首
都
直
下
地
震

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
震
災
を

は
じ
め
、
豪
雨
の
よ
う
な
予
期
せ
ぬ
大
災
害
の
発

生
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
継
続
し
て
お
り
、

北
海
道
も
例
外
で
な
い
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お

り
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
駐
屯
地
は
、
い
つ
い
か
な
る
任

務
に
も
即
応
し
、
任
務
を
完
遂
し
て
皆
様
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
常
に
態
勢
を
維
持
し
て
参
り

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
駐
屯
地
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

信
頼
さ
れ
、
共
存
で
き
る
よ
う
厳
正
な
規
律
を

保
持
し
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・末
継
１
佐
）は
令
和
元
年
12
月

21
日
（
土
）
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
支
援
部
隊
早
期
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）帰
国
報
告
会
及
び
駐
屯
地
年
忘
れ
行
事

を
実
施
し
た
。 

 

本
行
事
は
、
松
野
岩
見
沢
市
長
を
は
じ
め
多
数
の
御
来

賓
及
び
約
１
８
０
名
に
も
上
る
隊
員
家
族
の
参
加
を
も
っ

て
盛
大
に
実
施
し
た
。
ま
ず
始
め
に
行
っ
た
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
帰
国

報
告
会
で
は
、
松
野
岩
見
沢
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

続
い
て
任
務
を
完
遂
し
帰
国
し
た
隊
員
全
員
が
御
来
賓

及
び
隊
員
家
族
の
前
で
紹
介
さ
れ
、
一
人
一
人
派
遣
の
感

想
を
述
べ
た
後
に
、
教
官
団
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
副
群

長 

藤
堂
２
佐
よ
り
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
た
帰
国
報
告
が

実
施
さ
れ
た
。
引
き
続
き
駐
屯
地
年
忘
れ
行
事
を
行
い
、

御
来
賓
の
方
々
と
駐
屯
地
司
令
以
下
代
表
者
に
よ
る
餅

つ
き
、
景
品
抽
選
会
を
兼
ね
た
餅
ま
き
、
駐
屯
地
所
在
の

６
コ
中
隊
が
優
勝
を
目
指
し
競
う
か
く
し
芸
大
会
が
実
施

さ
れ
た
。
ま
た
、
射
的
・
型
抜
き
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
等
、
賑

や
か
な
縁
日
を
感
じ
さ
せ
る
子
供
祭
り
広
場
を
開
設
し
、

子
供
達
は
夢
中
に
な
り
楽
し
ん
だ
。 

 

本
行
事
を
通
じ
、
関
係
諸
団
体
、
隊
員
家
族
及
び
駐
屯

地
隊
員
の
交
流
を
深
め
、
駐
屯
地
に
対
す
る
信
頼
感
を

醸
成
し
た
。 

本
訓
練
は
、
第
12
施
設
群
、
第
１
０
１
施
設
直

接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
中
隊
及
び
岩
見

沢
駐
屯
地
業
務
隊
が
合
同
で
実
施
し
、
ス
キ
ー

機
動
に
よ
り
約
３
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を
行
進
し
た
。

行
進
を
終
え
た
隊
員
は
皆
清
々
し
い
表
情
で
、

新
た
な
１
年
の
始
ま
り
を
体
感
し
て
い
た
。
行

進
終
了
後
に
は
、
業
務
隊
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ

た
熱
々
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
隊
員
は
皆

舌
鼓
を
打
ち
士
気
を
高
揚
さ
せ
た
。 

 

本
訓
練
始
め
に
よ
り
駐
屯
地
は
、
部
隊
の
団

結
・
規
律
・
士
気
を
向
上
さ
せ
て
、
新
た
な
１

年
を
駆
け
抜
け
る
為
の
絶
好
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
事
が
出
来
た
。 

各中隊かくし芸大会 

副群長 藤堂２佐による帰国報告 

ＲＤＥＣ帰国報告会にて感想を述べる派遣隊員 

家族と一緒に餅つき 御来賓及び駐屯地司令による餅つき 

子供祭り広場 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（司
令
・末
継
１
佐
）は
令
和
２
年
１
月
６
日
（月
）、
岩
見
沢
駐
屯
地
及
び
隣
接
す
る
孫

別
演
習
場
に
お
い
て
令
和
２
年
訓
練
始
め
を
実
施
し
た
。 

第１２施設群本部 

本部管理中隊 

第３９８施設中隊 

第３９９施設中隊 

第４００施設中隊 

第３０２坑道中隊 

第１０１施設直接支援大隊 
第２直接支援中隊 

駐屯地業務隊 熱々の豚汁の配食 

父・業務隊 
  西野３尉 息子・３９８施中   

   西野士長 



 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
12
月
７
日(

土)

の
夕
、

市
内
の
結
婚
式
場
に
お
い
て
恒
例
行
事
で
あ
る

忘
年
会
を
隊
友
39
名
、
岩
見
沢
駐
屯
地
か
ら
駐

屯
地
司
令 

末
継
１
佐
以
下
指
揮
官
・
幕
僚
・
小

隊
長
・
先
任
上
級
曹
長
等
の
27
名
、
支
部
特
別

会
員
で
あ
る
衆
議
院
議
員
（
含
秘
書
１
名
）
・
岩

見
沢
市
議
会
議
員
の
合
計
69
名
の
参
加
を
も
っ

て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
留
萌
市
在
住
の
道
議

会
議
員
浅
野
貴
博
氏(

支
部
特
別
会
員)

か
ら
今

回
も
丁
重
な
ご
祝
電
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

会
は
藤
原
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
駐
屯

地
司
令
末
継
１
佐
、
本
年
９
月
の
内
閣
改
造
に

よ
り
防
衛
大
臣
政
務
官
に
就
任
さ
れ
た
渡
辺 

孝
一
衆
議
院
議
員
、
豊
岡 

義
博
市
会
議
員
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
く
と
と
も
に
、
業
務
隊
長 

久

木
崎
２
佐
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
祝
宴
と

な
り
ま
し
た
。
司
令
か
ら
は
支
部
の
駐
屯
地
諸

業
務
へ
の
協
力
に
対
す
る
感
謝
、
特
別
会
員
の
両

先
生
か
ら
は
防
衛
基
盤
を
支
え
る
隊
友
会
員
と

駐
屯
地
隊
員
の
日
頃
の
教
育
訓
練
へ
の
敬
意
と

防
衛
基
盤
の
更
な
る
育
成
等
に
つ
い
て
の
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。
特
に
渡
辺
先
生
は
国
会
会
期
中

の
公
務
多
忙
の
中
に
あ
っ
て
祝
宴
の
最
後
ま
で
お

付
き
合
い
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
岩
見
沢
市
民

と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
地
道
に
活

動
を
続
け
て
い
る
支
部
に
と
り
ま
し
て
は
大
変

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

祝
宴
の
中
で
、
余
興
と
し
て
当
選
確
率
35
％
強

の
ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
が
行
わ
れ
一
喜
一
憂
の
中

で
も
参
加
者
の
笑
顔
が
更
に
広
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
互
い
の
近
況
報
告
と

昔
の
苦
労
話
、
現
職
隊
員
か
ら
は
平
素
の
隊
務

報
告
な
ど
、
予
定
し
た
カ
ラ
オ
ケ
を
忘
れ
る
程

の
会
話
で
盛
り
上
が
り
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

楽
し
く
真
剣
に
語
ら
い
互
い
の
絆
を
一
層
深
め

る
と
と
も
に
１
年
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

宴
の
最
後
は
副
群
長 

藤
堂
２
佐
に
よ
り
、
来

る
年
も
元
気
に
活
躍
で
き
る
こ
と
を
祈
念
す
る

万
歳
三
唱
を
も
っ
て
令
和
元
年
度
支
部
忘
年
会

を
盛
会
の
う
ち
に
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

隊友会だより 
 

令
和
元
年
10
月
26
日(

土)

札
幌
市
定
山
渓
温
泉
に
て

開
催
さ
れ
た
第
51
回
北
海

道
隊
友
会
連
合
会
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
に
お
い
て
、
連
合
会

長
よ
り
５
個
隊
友
会
等(

本

部
含
む)
の
功
労
者
46
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
当
支
部

か
ら
は
元
支
部
長 

細
川 

金
治 

氏(

82
歳)
が
支
部
長

等
と
し
て
の
功
績
に
よ
り
受

賞
し
ま
し
た
。
細
川
氏
は
平

成
11
年
度
か
ら
14
年
度
ま

で
支
部
長
に
就
任
し
て
お
り

ま
し
た
。 

 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
11
月
９
日(

土)

、
札
幌

市
共
済
ビ
ル
に
て
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
札
幌
地
方
隊
友
会
主
催
の
第
39
回
札

幌
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
へ
隊
友
４
名
を
も
っ
て
参
加
し

ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
札
幌
地
方
隊
友
会
が

市
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
防
衛
意
識

の
普
及
高
揚
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行

事
で
す
。 

 

今
回
招
か
れ
た
講
師
は
、
元
北
部
方
面
総
監 

千
葉 

德
次
郎 

氏
と
軍
事
評
論
家 

井
上 

和
彦 

氏
で
し
た
。
千
葉
先
生
か
ら
は
日
本
国
憲
法
の

問
題
点
と
改
正
の
必
要
性
、
井
上
先
生
か
ら
は

日
露
戦
争
時
に
日
本
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
善

意
か
ら
始
ま
る
両
国
の
友
好
の
歴
史
か
ら
み
た

感
動
す
べ
き
日
本
近
現
代
史
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
分
り
易
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 
 

お
二
人
の
先
生
よ
り
、
日
本
を
取
り
巻
く
防

衛
・
安
全
保
障
は
混
沌
と
し
脅
威
が
現
実
味
を

増
す
な
か
、
憲
法
改
正
の
問
題
ま
た
日
本
の
近

現 

 

10
月
26
日
・
27
日
岩
見
沢
市
内
「
ま
な
み
ー
る
」
に
て

開
催
さ
れ
た
「
第
67
回
市
民
の
文
化
祭
」
に
お
い
て
、
隊

友 

板
山 

敬
次
郎 

氏(

支
部
幹
事 

68
歳)

の
岩
見
沢
菊

花
展
へ
の
出
品
作
品
が
岩
見
沢
市
教
育
委
員
会
教
育
長

賞
な
ど
に
入
賞(

金
賞
等)

し
ま
し
た
。
訪
れ
た
多
く
の
市

民
が
同
氏
の
作
品
に
魅
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
１
～
３
日
に
札
幌
市
地
下
街
に
て
開
催
さ
れ
た
文
化 

北
海
道
隊
友
会
連
合
会
長
か
ら
の
受
賞 

文
化
祭
行
事
に
お
け
る
出
品
作
品
の
受
賞 

札
幌
地
方
隊
友
会
主
催 

「
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
参
加 

令
和
元
年
度
岩
見
沢
支
部
忘
年
会
の
開
催 

行
事
「
さ
っ
ぽ
ろ
菊
ま
つ
り
」

(

昭
和
38
年
か
ら
毎
年
開
催)

に
お
い
て
も
出
品
作
品
約
８

０
０
点
の
中
か
ら
札
幌
観
光

協
会
長
賞(

Ａ
ラ
ン
ク)

を
受

賞
し
て
お
り
ま
す
。 

 

同
氏
は
12
年
程
前
か
ら

趣
味
の
一
つ
と
し
て
菊
花
の

栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
文
化

祭 祭
な
ど
に
も

出
品
し
そ
の

作
品
は
高
い

評
価
を
受
け

数
多
く
入
選

し
て
お
り
ま

す
。 

金賞受賞作品 板山氏近影 表彰を受ける細川氏 

現
代
史
を
振

り
返
り
国
家

の
信
頼
性
を

高
め
て
い
く

重
要
性
に
つ

い
て
の
大
変

興
味
深
く
示

唆
に
富
ん
だ

お
話
を
拝
聴

す
る
こ
と
が

で
き
参
加
し

た
隊
友
に
開

眼
と
覚
醒
を

も
た
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。 

熱心に聞き入る参加者 

参加者集合写真 食事をしながら談笑する隊友 締めの万歳三唱 



   

 健康第一、安全第一 
３９８施中 小野寺３曹 

 

 初志貫徹 
３９９施中 阿部２曹 

 

 社会人・家庭人として年齢に見合った
立ち振舞いをする。 

３９９施中 米内山３曹 
 

 何事も継続 
４００施中 金澤３曹 

 

 不撓不屈 
４００施中 伊藤３曹 

 

 不撓不屈 
３０２坑中 鈴木２曹 

 

 今を大事に！ 
３０２坑中 白浜２曹 

 

 健康第一 
基通 石橋３尉 

 明るく、楽しく、前向きに 
駐屯地司令 末継１佐 

 

 人生・部隊経験をもって部隊に貢献 
本管中 櫻庭曹長 

 

 １ 報恩謝徳 
  ２ 健康第一 

本管中 増田１曹 
 

 切磋琢磨 
本管中 大山１曹 

 心にゆとりを持つ 
３９９施中 杉浦１曹 

 健康第一 
３９９施中 井龍１曹 

 

 気付けば、４回目の年男がチュー
チューと鳴きながら、やって来てしまいま
した。健康第一に年男パワーで匍匐（ほ
ふく）前進していきます。 

４００施中 松尾２曹 
 

 任務の完遂 
３０２坑中 野口１曹 

 

 健康第一 
３０２坑中 池田１曹 

 

 健康に気を付け、任務に専念 
３０２坑中 金山２曹 

 

 万里一空 
２直支中 柴田准尉 

 

 健康第一 
２直支中 家常１曹 

 

 仕事より五輪！！ 
業務隊 辻谷曹長 

 一生懸命 
本管中 及川士長 

 

 大きな男になる。 
３９８施中 吉田(大)３曹 

 

 安全第一、全身全霊 
３９８施中 板東３曹 

 

 陸曹として責任感を持つ。様々な事に
チャレンジする。 

３９９施中 青柳３曹 
 

 陸曹になり、中隊に貢献する。また公
私ともに充実させ家族孝行をする。 

３９９施中 安田士長 
 

 有言実行 
３９９施中 山崎士長 

 

 何事も全力で取り組み、中隊をけん引
します。 

４００施中 髙嶋３曹 
 

 果敢 
４００施中 種村３曹 

 

 初志貫徹 
４００施中 伊藤士長 

 

 安全運転 
４００施中 松本士長 

 
 

 挑戦！！ 
２直支中 横尾１尉 

 
 

 初心忘れるべからず 
業務隊 南浦事務官 

 

 今年は去年より自由に過ごす。 
基通 山口士長 

 

【第
12
施
設
群
】 

１
等
陸
尉
へ 

 
 

佐
藤 

健
太 

 
 

（群  

本  

部
） 

１
等
陸
曹
へ 

    

井
深 

博
久 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

柴
田 

和
宏 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

伊
藤 

秀
春 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

石
多 

和
之 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

鈴
木 

拓
磨 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

鈴
木 

航
大 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

青
柳 

遼
太 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

種
村 

良
雅 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

陸
士
長
へ 

 
 

鈴
木 

久
奈 

 
 

（本 

管 

中
） 

 
 

大
田 

修
平 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

岩
本 

太
助 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

鶴
見 

春
菜 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

山
本 

颯
一
郎 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

中
村 

和
志 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

１
等
陸
士
へ 

 
 

松
野 

将
太    

（本 

管 

中
） 

 
 

石
川 

諒 
 
 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

岩
﨑 

智
哉  

 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

佐
藤 

有
記  

 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

志
賀 

龍
太  

 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

佐
藤 

怜 
  

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

山
田 

佑 
  

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

沖
田 

尋
斗 

   

（４
０
０
施
中
） 

 
 

髙
橋 

龍
平     

（４
０
０
施
中
） 

 
 

及
川 

隼
矢 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 
 

松
本 

祐
輝 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

  

【第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

佐
藤 

音
夢 

陸
士
長
へ 

 
 

須
古 

将
太 

  

【第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

岩
見
沢
派
遣
隊
】 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

髙
木 

啓
登 

 
 

 
  

（
以
上
、
１
月
１
日
付
） 

  

昇 

任 

定

年

退

官 

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

第
12
施
設
群 

本
部
管
理
中
隊 

 

准
陸
尉 

千
葉 

孝
幸 

 
 
 

（
10
月
25
日
付
） 

４００施中 柴田１曹 
長男 航（こう） くん 

Ｒ１．１２．１ 

本管中 友坂３曹 
長男 柊斗 （しゅうと）くん 

Ｒ１．１２．１０ 

３９９施中 田中２曹 
２直支中  田中３曹 
長男 颯太（そうた）くん 

Ｒ１．１０．１７ 

３９９施中 三村２曹 
次女 葵南（あおな）ちゃん 

Ｒ１．１０．２２ 

３０２坑中 林３曹 
長男 龍輝 （りゅうき）くん 

Ｒ１．１１．２０ 

３０２坑中 佐藤３曹 
長男 夕希也 （ゆきや）くん 

Ｒ１．１１．２８ 

３０２坑中 畑３曹 
妻 真奈美（まなみ）さん 
Ｒ１．１１．２３入籍 

着

任

部

隊

長

紹

介 

岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
長 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

く 

き 

ざ
き 

つ
よ
し 

２
等
陸
佐 

久
木
崎 

剛 
 
 
 

（
12
月
１
日
付
） 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

松 浦  淳 一 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練やイベント情報
などを随時更新しています！ 
  

ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 



 

令
和
元
年
８
月
17
日
（
土
）
に
日
本
を

出
国
し
、
ア
フ
リ
カ 

ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国

に
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
支
援
部
隊
早
期
展
開
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
の
教
官
団
と
し

て
派
遣
さ
れ
て
い
た
、
岩
見
沢
駐
屯
地

所
属
隊
員
（
教
官
団
長 

第
12
施
設
群

副
群
長 

藤
堂
２
佐
以
下
14
名
）
は
、
現

地
で
の
任
務
を
完
遂
し
11
月
20
日
（
水
）

帰
国
し
た
。 

 

教
官
団
は
現
地
に
お
い
て
、
ウ
ガ
ン
ダ

国
軍
工
兵
要
員
に
対
し
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
等
の
建
設
重
機
の
操
作
・取

扱
い
要
領
の
教
育
を
実
施
し
て
技
能
・

知
識
を
習
得
さ
せ
、
約
30
名
の
学
生
を

育
成
し
た
。 

 

翌
21
日
（
木
）
、
派
遣
隊
員
は
北
部
方

面
総
監
（
吉
田
陸
将
）
、
各
部
隊
長
及
び

家
族
に
出
迎
え
ら
れ
る
な
か
新
千
歳
空

港
に
到
着
、
約
３
カ
月
振
り
に
家
族
と

笑
顔
で
対
面
し
、
空
港
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
南
恵
庭

駐
屯
地
へ
場
所
を
移
し
帰
国
行
事
を
実

施
、
岩
見
沢
市
長
、
恵
庭
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
の
御
臨
席
を

賜
る
な
か
、
教
官
団
長
は
北
部
方
面
総

監
に
対
し
任
務
完
遂
し
帰
国
し
た
事
を

報
告
し
た
。
帰
国
行
事
終
了
後
派
遣
隊

員
は
岩
見
沢
駐
屯
地
へ
と
移
動
し
、
駐

屯
地
所
属
隊
員
の
出
迎
え
を
受
け
る
な

か
教
官
団
長
が
駐
屯
地
司
令
（
末
継
１

佐
）に
対
し
て
報
告
、
無
事
帰
隊
し
た
。 

 

今
回
教
官
団
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
統

括
教
官
（
４
０
０
施
中 

中
上
２
尉
）
は

「現
地
は
、
北
海
道
の
夏
に
似
た
気
候
で

日
差
し
が
強
い
が
過
ご
し
や
す
か
っ
た
。

生
活
環
境
も
ホ
テ
ル
側
の
善
意
に
よ
り

快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
人
々
は
と
て
も
友
好
的
で

す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
た
が
、
言
語
の

違
い
に
よ
り
意
思
疎
通
が
上
手
く
行
か

な
い
事
も
あ
っ
た
。
」
整
備
教
官
（
２
直

支
中 

岩
崎
３
曹
）は
「日
本
で
は
得
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
、
現

地
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
。 

岩見沢駐屯地隊員の出迎えを受ける派遣隊員 駐屯地司令に任務完了報告をする教官団長 

中上２尉(400施中) 津田２尉(群本部) 渡邉１曹(400施中) 

大森２曹(400施中) 清水２曹(398施中) 

大越２曹(399施中) 
伊藤３曹 
(400施中) 

直江３曹 
(398施中) 

目黒３曹(400施中) 

作田３曹(302坑中) 岩崎３曹(２直支中) 

空港に到着した派遣隊員 

方面総監に対し任完了報告をする教官団長 

開講式での記念撮影 

柴田３曹(399施中) 田中３曹(400施中) 


